政策セミナー・発表要旨

報告者2：進藤　榮一（国際アジア共同体学会代表、NEASE-Net幹事）
テーマ：オバマ政権のアジア戦略と日本再活性化の道＊
１．アメリカの時代の終焉
(1)アメリカによるアフガン、イラクへの軍事介入
　　 →　勝利すれども失敗に終わるであろう。
　　　　【アメリカが直面することになるであろう3つの失敗】
　　　　　　①内戦

　　　　　　②テロリズムの波の広がり

　　　　　　③財政赤字と経済不況

(2)アメリカの時代の終焉への道程
　   アフガン、イラクへの軍事介入は「第二のベトナム戦争」とみなすことができ、アメリカは軍事技術革命により、これを乗り越えることができると考えていた。
　　　　　　　　　　　　　　↓しかし
　　 一般に、人間・国家は、2度失敗しないと歴史からの教訓を学ぶことはできない。
　　 また、ある戦争や戦略の結果がどうなるかは、15年間経たないと分からない。

　　　　 2001年9月11日のアメリカ同時多発テロを起点とすると、その最終的な結果が判明するのは2015年前後。
　　　　　　　　　　　　　　↓

　　 ここでようやくアメリカはベトナム戦争からの教訓を学び取り、中東世界から撤退し、帝国の終焉の時を迎えるであろう。

２．歴史の教訓の誤使用
(1)世界同時不況の見方
　　 歴史にアナロジーを求めた。その歴史とは、1929年の世界大恐慌である。しかし、この見方は間違いである。

(2)1929年と2009年の違い
　①各国の相互依存の深化
　　［例］貿易依存度(諸国間における貿易のつながりがどれだけ緊密かを測る指標)
　　　1928年のデータ：55.4　…　諸国のブロック化が可能
　
      1990年のデータ：95.3　…　諸国のブロック化が不可能

　②サプライサイドの強化
　　　1929年：20世紀工業化の前段階における不況なので、新産業創出の目が出て
　　　　　　　きていない。

　　　　　　　
※サプライサイドが強化されたのは、軍事・エネルギー産業を中心
に創出された1939年から。
2009年：低炭素革命・環境革命――非過剰消費型社会へ
→　廃棄物処理産業(資源再生産業)等の登場
→　新しい産業の仕組みがサプライサイドを強化する形になっている。

　③フラット化する世界
　　　1929年：従属世界　　…　先進国が世界の牽引役
　　　2009年：フラット化　…　各国が同じ条件で競争
３．日本のとるべき進路
(1)政策の本質　

…　もう一つの選択肢を提示し、これをどう実現するかの戦略を描くこと。
　　 →　日本の停滞は、このもう一つの政策が提示されなかったことに起因する。

(2)ドイツ・イギリスの政策と歴史の教訓
　 ［例］第二次世界大戦後、ドイツとフランスは、ＮＡＴＯ(北大西洋条約機構)が存在するにもかかわらず、なぜ欧州統合を選択しようとしたのか？
　　　　　　　　　　↓
　　　　 　それは外交空間を広げるためである。
すなわち、ドイツもフランスも、アメリカを中心として結成されたＮＡＴＯに入ると、自国の国益を最大化させる外交手段が制限されてしまう。
そこで、外交空間・取れる選択肢を広げ、国益を最大化できるように、もう一つの仕組みを作ったのである。
(3)結論――東アジア共同体構想について

　　 東アジア共同体構想は、日米安保体制に代わる新しい外交軸になり得る。

　　 ただ、現実的に考えた場合、日米安保体制を維持しながら東アジア共同体構想を進めていくべきである。これが、日本を再活性化の道へと導くことになると思われる。
